
 

 

 

令和８年７月８日 
 大阪府信用農業協同組合連合会 

 

 

 

当会と公立大学法人大阪 大阪公立大学は、『食・農・環境』をキーワードに、地域社会における学

術・研究・人材育成等の分野において、人的・知的資源の交流・活性化の促進を目的に産学官連携

基本協定を締結しております。 

本協定に基づき、当会は「産学連携研究支援事業」として大阪公立大学の在籍教員が行う研究に

対し、研究費の支援をしております。 

今般、産学連携協議会において、以下の 3 つの研究に対する支援を決定いたしました。 

引き続き、研究への連携強化や研究成果に関する情報発信等に取り組み、大阪都市農業のさらな

る発展及び豊かな地域社会の実現を目指してまいります。 

 

＜支援対象研究＞ 

研究者名 谷 修治 

所属・役職 大阪公立大学 農学研究科 教授 

研究テーマ 

卵菌における植物感染機構の理解に基づく疫病およびベト病防除法の開発 
（内容） 
本研究は、卵菌における防御応答機構を理解したうえで、同機構を打破する化合物を

識別し、卵菌が引き起こすベト病等の植物病を抑える方法の開発を目指すものです。 

支援開始時期 令和６年度 

 

研究者名 高田 紘翠 

所属・役職 大阪公立大学 農学研究科 助教 

研究テーマ 

腸内細菌叢形成の理解と食への応用展開 

（内容） 
本研究は、腸内細菌の糖質に対する嗜好性に基づく腸内細菌叢形成機構の解明を通

じて、有益菌の増殖および代謝機能を制御する食品素材の開発を目指すものです。 

支援開始時期 令和８年度 

 

研究者名 大山 克己 

所属・役職 大阪公立大学 現代システム科学研究科 教授 

研究テーマ 

訪花昆虫モニタリングシステムの開発 

（内容） 
本研究は、温室内における訪花昆虫の活動量を簡便かつ定量的に把握するモニタリング

システムの開発を通じて、果実の収量および品質向上に資する栽培技術の確立を目指

すものです。 

支援開始時期 令和８年度 

 

大阪公立大学との産学連携研究支援事業における 

令和８年度の支援対象研究が決定しました 


